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東北大学埋蔵文化財調査室 '1':1野智fI'l(特旺椛教授)

1 当室の祖害状況

2011年3月 11日に先生した斑円本土退出は、班北

大学にも多大な被害をもたらし、当者でも被告が生じた。

しかし、主般に被古程度は;非常に転開であり 遺物を収

蔵したコンテトが、捌から 12箱務下Lたのみであった。

当室では、宮械県沖地EZに耐えて、家具官iの転倒防止m
出や、棚への転描防止ベルト(タナガード)の設置tを進

めていた。とのような'11前町対策が、被害の軒減に極め

て効果的であった。当主では、このように被告状況が軽

帽であったことから、早期に国旧し、文化財レスキ三

事業に参加する己とが可能であった。

ただし、川内南地区の資材古川H率、老朽化していたこ

ともあり、認出により建物の一部がゆがみ、床パネルが

2位はずれて部ちるなどの植:J:fが111た。この資材白川{は、

1984 i.F皮に現!glJH出所として使用を開始し、盟 1985

年度に現在拙rtへ移転したものである。己れまでに2回、
改陣工事を行い、資材自陣として山mを続けてきたが、
近{fは老朽化が若しくなっていた。6'.!Wで受けた拙叫に
よって、ただちに使用が不l可能となる状態ではなかった

が、老朽化が描しいため、改修を行って継続して位川す

ることは雌しいと判断された。いずれ撤去することを前

提として、地下酷東西綿川内駅前広場艶備に伴う、仙台

城跡三田丸北方武家屋蚊地区釦 14地点 (B K 14)白

調官を9月に開始する慨に、 U/il:!内の機材在全て閉山し

た。!揖査において曲川する機材は現場τ11務所へill揮し、

使mしない機材は片平地区へ格制した。

2 文化財レスキュ 活動はこ関わる経緯

東北ノ化学では、 31-119日に公表された 「点日本土霞

出に対する総長メッセージ第2軸」川 町 「教職自のみ

なさんヘ」の項目において、 「教育研究基盤の回世や社

主要耐に応える震災支援に弱めることを第一世先として

の活動にしていただきたい」と白総長声防lを公去した。

これを受けて、東北大学の告胞投民が必要とや断した震

災支援の農務を、本捕として実施よることが可能となっ

た.止i車では、室長のl'脚lのもと、考古資料をはじめと

する文化財の取り世いに習熟し、保存処叫Iの般f~ii と技術

を擁した専門家による横倒として、抽出文化財の救m活
動在、 st民主偲の業務として行うこととした。

3 文化財レスキュ 活軍門の参加

( ， )機材の提供

当主では保持する機材が全て使附可能な状況であった

ことから、宮城股史資料保全ネットワークによる文化財

レスキュー活動に ヘルメットやスコップなどの必盟な

槽材を貸与する形で担供することができた。

当主の機材は、その他のレスキュ 活動時にも、その

11ftの状況に応じて提供しているロ己のようなことも、 当

室の融当状況が軽柑だったことによるものと考えられ

る。

(2)有三陸町lf):津魚竜館の屋示貰料レスキュー活動

Wi三階町の:D:U!Ht屯舶の17更IIを委託されていた地元の

方からの張問者受けて、東北六学総合学術博物館が主体

となって、被提したj員示資料の回収、安全主場所への迎

冊、応;ム哨E理lが行われることとなった。考古資料もI昆示

されていたため、当室に協力~tmがなされ、協hして尖

施することとなった"4fi113日に、 f，(¥市郎から展示資

料を回収し、東北大学に迎搬した。考古資料については、

当室に迎揮し応21処理として続伸作yiを行った。考古

資料の中には、嗣製の掛仏と鋭、鉄製の虫剤が吉まれて

いた.海水に水没したため、脱凪処理を早急に実施する

必裂があると判断し、当室で脱塩処理!を実施した.

欧il!般市館での活動は、 ;xに述べる惜民文化財等教扱
畳日舎が主噂する文化財レスキュー可JU器が，1式に酎Jき111

す以前に実施されたものであるが、レスキュー事業開始

以降は、この11~阜の一時に位世づけられることとなっ

た。市三陪町の旧歌沖町の施設において宜定収減が可能

となったため、 当草で一時保管していた考古資料につい

ては、 7月 19自にf!j三陸町に迎搬し、直迎した。

(3)植斑文化問等教握委員会による文化財レスキュー

事量への参加

m:日本大震災で拙出した文化財専の融緩活動のため

に、文化庁が呼びかけ WJt地方太平洋jl!1地霞拙民文化

財等馳援委員会が結成された。己の文化財レスキュー*

1主に悦lしでは、救栂'O;11金の霊日良から、 当主主の宝民と

文化財制l!i凸あてに、 「抽出文化財耳救従事業への御協

hについて(依頼)Jの文引が、5月 13日付で干寄せられた。

これ以降、救援'o;員会白文化財レスキュ-!H盟に、*北

大学埋版文化財調設室として、正式に参加 。協力するこ

ととなった。

( 1) htt匹プ八，¥WW，lohoku.acJ同a阿田se/20J 1/03/同時201103J7.01.html 泌総 (2017!f.J n ，]日的終凶fD



4世般書白金による被災地所でのレスキュー作業で、当

宝蛾貝が参加したものは次のとおりである。

6月9. 10日 東松島市野蒜 「文化財収減[I){J

外部前出資料の回収と匝封鎖在行った。

6月21目 立:111町 「マリンノミル主IIIJ

展示資料を回収し、迎搬した.考古資料は当室に迎慨

し、応急処理として水洗作並そ実胞した。この資料は、

2014年3月 18日iζ マリンパル立川を担当してきた

立川町産業振唄献の峨日によって迎即され、 3'ドぶりに

立川町へ戻ることとなった。

• 6月23・24日 石喜市 n日牝鹿町資料収崎川IJ
資料を回収し、隣接する体首館へ静勤した。

• 7月5-7日東松山iIi野蒜 「文化財収雌鼎J

資料を回収し、奥松品純文村歴史資料飢へ迎即した。

Eれらの回収作業以外!こ、百告文化センターで植民し

た考古資料町一時血管と応急処理を担当してきた.干予告

文化センターでは、 I1轄にあった考古資料収嵐長1<が、体

出で完全に水没した. ζ己から回収された 294箱のみf

古資料は、 6!'117日と7月 14日に、東北大学埋蹴文

化財調査室に迎掘された。怯に 100箱は、仙台市教育

委n会文化財際向問整理室で作業することとなり搬出さ
れ、残り 194和老埋統文化財調査室で保官する己とと

なった。

己の 194箱の資料は、砕挫で汚甚lし、カピなどの尭

生も見られることヵ、ら、応品処理として水洗作業を行う

a;，盟があった。水洗作業は、 mt宣文化財調査室が保管お
よび作業場所在位供し、宮城県考市学会が霊円となって

ボランティアをつのって世沖作業を行う己ととなった

(写真口9.1参照)。己の作盟の終了までには、 98人(延

写真的 1 .句決浄作鍋

ベ人数247人〕のご協hを聞いた 山。

世rr作盟は 2011年6月20日から開始し、断続的に
作業を実施し、 10月5日までに 185鮪の洗沖が斡fし

た。残る9簡は 2012年3月 13-15日に作業を行い、

全ての洗沖作，llが終了した。ぞれ以降は、保管状況を点

検しつつ、埋U雌文ItJ材調査室町収政府において 時保管

そ続けてきた。

石巷diでは多数の文化財が抽出したが、被災して使用

されなくなった旧石巷市立泌第二小学校を改修して、レ

スキュ された文化財の仮収蔵脳般とすることとなっ

た。この恒収破胞設で、 2013"f:10月5Rと6日の両

目、収蔵場所の一斉消婦、資料配日忠則ラ yクの組立 ・般

世資料の再配鼎などの作品を、 50名ほどで集中して

作業することとなった。宮城県被災文化財事保全迎絡会

議が、イT諜準備と参加占持品iの調教を行い、|瑚係機関へ

の協力を製品Rしてきた。この要請を受けて、当室から!

名が参加した。

2015~' 3 月 24 日に、当室で一時保管してきた石岳

文化センタ 考古資料が、石巻市が依頼した迎送業者に

よってこの恒収蔵山へ述搬された。これにより 当主で

の植民文化財のー11寺保管は終了することとなった。

(4)宮城県信全連絡会議への参加

救援委員会のレスキュー'11車は、宮城県での抽出場所

からの回収がほぼ終了したため、 2011年7月31日を

もって 現地本部は撤収した。 この文Itll< レスキュ-~l

，ll;;:引き継ぎ抽出した宮城県内の文化財の保全を図る

ため、文ItlUレスキュー n~監に凶わる関係機1山 ・ 団体と

の迎携・協力の下に必要な活動を行うことを目的として、

2011{ド10月に出城県植民文化財等保全辿組合騒が設

問されることとなった。 時限1'1施酷である当富も、こ

の保全辿絡会議に喜参加する己ととなった。

その能、持<1開催される辿絡会滑にはなるべく参加す

ることとし、制却の収集専に努めてきた。己の保主連絡

会Z躍で叫られた引開を元として、今怯同び起こるであろ

う挺持へ由対策として活かしていきたいと考えている。

本開告は、 2012{I度に刊行した 『斑北大学埋蔵文化

財調査室年次報告2011Jの内占を):!本とし、その挫の

『東北大学開政文化財調査宝年次開告2012.......20!4J

を古めて、再編血したものである.

(2)ボランティアとしての""体験起は次の文紙に縄緩されている，お木雅2012r東日本大震災体験記放王町の文化財被占対応とレスキュー活動
への~htl1 r宮城袴古学J14 pp.93-96 23 
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